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Ⅰ はじめに
すでに一連の拙稿（2011, 2012 a, 2012 b）の冒
頭でも述べたように、「言葉の背景にあるものを
見ることは、言葉の理解を何より深めさせてくれ
る」という観点から、本稿は、それらの拙稿の趣
旨を引き継ぎ、カナダ英語のより一層の理解のた
めに、筆者自身がカナダのトロントに滞在した半
年間の日常生活1）から得た体験や知見をもとに、
カナダの言語ならびにその日常生活や風俗・習慣
のいくつかを取り上げて、特に我が国では知られ
ていない側面を中心に論じたものである。例え
ば、上山・井上（1993）の冒頭には「言語や文化
はその国の歴史、気候や地理的な条件、社会、政
治、経済、文化、教育等と密接な関連がある。ま
た国民の生活とも関係があり、これらをはなれて
言語や文学は考えられない。一つの単語や文章に
も、それを使ってきた国民の歴史、文化が反映し
ている。従って我々が言語や文学を研究するに際
して、その背景を考察することは大切なことであ
る」と述べられているが、奇しくも拙稿と趣旨を
同じくしている。このように本稿の目的は、カナ
ダ英語の背景について、個人の体験という限界や
偏りは避けられないにしても、従来の書物の上の
限られた知識や巷間の不十分な情報を補完したい
というところにある。巷にはカナダの紹介や風物
地誌に関する文献、研究書も少なからずあるが、
少なくともこれまでの文献や巷間の情報を補うと
いう意味で、本稿もいささかの意義はあろうと思
う。
Ⅱ カナダの暮らしと言語
1．カナダ英語の中のアメリカ英語：略語 sox
－ロジャー ズ球場での野球観戦から（その 3）－
カナダ英語にはイギリス英語の規範とアメリカ
英語の規範が併存しているので、すでに一連の拙
稿でもカナダ英語の中のイギリス英語やカナダ英
語の中のアメリカ英語について、その具体例を取
り上げたが、ここでも引き続いて、野球観戦の折
りに気づいたカナダ英語の中のアメリカ英語の一
例を取り上げたい。
トロントのヨーク大学の学内で暮らしていた
折、日本人の松坂大輔投手が所属するボストン・
レッド・ソックスがトロントに来て、しかもその
松坂投手が先発することを知り、日頃のキャンパ
ス生活の気分転換を兼ねて、2010 年 7 月 11 日
（日曜）にロジャーズ球場へ出かけ、午後 1時開
始の対レッド・ソックス戦を観戦した。
この時の入場チケットを何気なく見ていて、ボ
ストン・レッド・ソックスのチーム名が、「Red
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Sox」と記載されていることにふと気づいた。
「socks」を「sox」と綴るのは手元の LDCE4を見
るまでもなく、典型的なアメリカ英語である。掲
載写真 1を参照。
（ 1） sox n［ plural］ an American spelling of
‘socks’, used especially in advertising. －Long-
man Dictionary of Contemporary English 4th
edition（2005）
しかも、このチケットの「Red Sox」のすぐ上
にロジャーズ球場が「Rogers Centre」とイギリス
英語の綴りで印字されていて、イギリス英語とア
メリカ英語の規範の併存を端的に示しており、興
味深い。
2．夜なのに sunny－カナダの天気予報から－
天気予報は毎日、見ていたが、ある日、夜なの
に「晴れ」を表して sunny と表示されているこ
とに気づいた。それ以降、いつも「晴れ」がどの
ように表示されるのか気を付けていると、たまに
clear と表示される時もあったが、ほとんどいつ
も sunny と表示されていた。日が沈んでいるの
に sunny とは不思議である。例えば 2010年 8月
29日（日曜）午前 6時の Yahoo! CANADA の天
気予報（http : //ca.weather.yahoo.com/Canada/Ontario
/Toronto−24157241/）で、そのような表示が見ら
れた。
ただ、このように「日が照っている」ことを表
す sunny が「晴天」の意味で使われるようにな
り、いつの間にか昼であれ夜であれ、「晴れ」の
意味で用いられるようになることは、カナダ英語
に限らず、言葉の一般的特徴を示す言語事象であ
り、言葉の使用の非論理性や感情的側面を表す一
例に過ぎない。例えば、筆者はこういう例を挙げ
る時によく「もっと丸く描きなさい」（論理的に
は、丸は少しでもゆがんでいれば丸ではない）と
か「一番完璧な答えは」（論理的には、完璧はそ
れ以上のないことを表すので、比較級や最上級は
あり得ない）とか「もっと直角に」（論理的には、
直角は 90度ちょうどを表すので、比較級や最上
級はあり得ない）などを引用するが、sunny は、
これに類する言葉の非論理性を示す一例であり、
決してカナダ英語独特の表現だと言わないが、少
なくともカナダに滞在中に気づいた表現として、
敢えてここに取り上げた。
3．カナダの理容店・美容院事情
周知の通り、カナダは英国の植民地としての歴
史を持ち、現在、その言語に限っても、アメリカ
英語の規範と共にイギリス英語の規範を堅持して
いるので、カナダ英語だけでなく、カナダの暮ら
しぶりが、はたしてどの程度、英国の様式を保持
しているのかを見ることは興味深い。
以前、拙稿「イギリス英語の背景－イギリス人
の暮らし－」（2009）の 2. 4節「ヘアサロンや散
髪屋」では、日本とは大きく異なる英国の理容店
事情、美容院事情を取り上げたので、ここではカ
ナダの生活様式を考える一例として、カナダの理
容店事情や美容院事情を取り上げる。
単なる旅行のガイドブックは数多いが、現地で
の暮らし方を教えてくれるものとなるとその数は
極端に少なくなる。その貴重な情報源の一つであ
る『地球の暮らし方』（2006）は筆者にとって大
変、重宝したが、それらの情報源も、やはり細か
な点になると十分でなかったり、すでに古くなっ
写真 1 「Red Sox」と「Rogers Centre」が並記されたチケット（2010年 7月 11日撮影）
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てしまったこともあった。
ここに取り上げる理容店や美容院についても
『暮らし方』の中の「美容院、理髪店に行く」と
いうコラムは大いに参考になった（「理髪店事
情」、p.320）。しかし、これには「理髪店も探せ
ばあるが、ほとんどは美容院で男性もカットする
のは普通」とか「トロントのチャイナタウンなど
では、理髪店も見つけることができる」とあり、
理髪店が少ないと紹介しているが、実際には理髪
店の数は、所によれば多すぎると思われるほど多
い街や地域もあり、少なくともトロント周辺で暮
らしていれば、ダウンタウンのオフィス街はとも
かくも、人が暮らしている街や地域を散策してい
ると、理容店や美容院、総じて散髪屋（barber-
shop）がすぐに見つかった。
筆者はヨーク大学のキャンパスの南端にある学
内アパートで暮らしたが、あちこちの店を訪ねた
後、アパートから徒歩数分の Four Winds Drive に
昔ながらの散髪屋を見つけて、その後はここに頻
繁に通った。
トロントのダウンタウンでも、あちこちに散髪
屋があり、例えば韓国人街（Koreatown）の最寄
り駅（クリスティー［Christie］駅）を降りて、
街の中央通りである Bloor Street West を歩くと、
数軒に 1軒の割合で美容院や理髪店が並んでい
て、お客の取り合いにならないのかと心配になる
ほど散髪屋の数が多かった。
もちろん中国人街（China Town）も散髪屋の
数は韓国人街に劣らず多いし、具体例を挙げれば
きりがないが、トロントの中心街から College 通
りを西へ走る路面電車（streetcar #506）で Euclid
Ave で下車すると、ここから西へイタリア人街
（Little Italy）が広がっている。ここで下車した目
の前にも散髪屋がある。
予約に関しては、イギリスでもそうであった
が、既存の生活ガイドブックの情報とは違って、
町中の一般の理髪店や美容院では、予約は必ずし
も必要ではなく、実際には、先客がいれば、皆、
備え付けの雑誌や新聞などを読みながら順番待ち
している。たまに時間のない急ぎの客がいた時
に、順番を譲ってあげて喜ばれる時もあった。
また料金については、都心の高級美容院などを
除くと、一般的に町中の理髪店や美容院は、日本
の大衆理容店並みに安く、筆者が通った散髪屋で
は、カットと洗髪と仕上げで 14ドルで、当時の
換算レートで日本円の 1,200円程度。韓国人街や
中国人街の理髪店になると、もっと安く、6～8
写真 2 ヨーク大学に近い Four Winds Drive の散髪屋
（2010年 5月 9日撮影）
写真 3 韓国人街の美容院や散髪屋が並ぶ一角（2010
年 5月 27日撮影）
写真 4 Little Italy の散髪屋（2010年 5月 27日撮影）
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ドルでカットしてくれる店も多い。とにかく、筆
者はこの行き付けの散髪屋で、毎回、この料金に
チップを 2～3ドル加えていたが、いつも担当し
てくれたウクライナ出身のロシア人女性の理容師
は、このチップをとても喜んでくれた。ちなみ
に、地元の人がチップを渡す姿は、たまたまかも
しれないが、見られなかった。
このような町中の散髪屋は地元の常連客が大半
で、理容師とお客が四方山話をしたり、軽口をた
たいたりしながら、散髪している。このような風
景は日本と全く変わらない。
女性向けの美容院も、日本人スタッフがいるよ
うな美容院は、数も少なく、料金も高い。家内の
場合、髪を染めるので、その料金も 100ドルは優
に越えるが、東洋人の髪質に慣れている韓国人街
の店へ行くと、3割くらい安く、またサービスも
行き届いている。トロント市内で唯一、日本人コ
ミュニティと言える役割を果たしている J-Town
に、日本人スタッフのいる美容院があり、家内は
訪れたこともあるが、結局は、韓国人街に行きつ
けの美容院を見つけた。
4．自動車や運転に関連する覚え書き
カナダで暮らしている時には日本との違いにた
いへん驚いたことや意外に思ったことでも、時の
流れと共に、いずれは忘却の彼方に消えてしまう
ので、今まだ記憶の新しいうちに、自動車やその
運転に関連したことで、印象深かったことや日本
との違いに驚いたことを、思いつくままに書き残
しておきたい。
4. 1 免許証
外国で自動車を運転するのに、日本の運転免許
証を持っているなら、日本を出発する前に国外運
転免許証（住民登録先の都道府県の運転免許試験
場や指定の警察署で申請すれば 1年間有効の国外
運転免許証が取得できる）を取得しておけば、外
国に到着してすぐに車が運転できることは、今
更、言うまでもない。
ところがカナダでは州によって異なるが2）、オ
ンタリオ州の場合、「60日間以上滞在する場合に
は現地免許の取得が義務づけられて」（『暮らし
方』p.106）いる。
カナダの運転免許証取得は 3段階に分かれて進
む取得システムを取っており、受験資格は 16歳
以上と定められている。第 1段階は「G 1免許」
で、受験料は 10ドルで、筆記試験と視力検査が
ある。第 2段階は「G 2免許」で、路上の実技試
験があり、この路上実技試験料は 40ドルである。
ちなみに実技で運転する車両は受験者が持参する
が、これは米国でも同じである3）。
また路上実技試験を受けるために、日本では自
動車学校の教官が同乗して路上で運転実技の練習
をするが、カナダでは G 免許を取得して 4年以
上の運転経験のある者が同乗していれば一般の路
上で運転練習ができる。この点も米国と同じであ
る4）。
ただし、日本の免許証を持っていればカナダの
─────────────────────────────────────────────────────
２）例えば、ブリティッシュ・コロンビア州では滞在が 6カ月以上の場合と規定されている。
３）1983年 8月から 1984年 8月にかけて、カリフォルニア大学バークレー校の客員研究員として、家内と長女を伴
い、カリフォルニア州バークレーで暮らした時に、日本の運転免許証すら持っていなかったので、家内がカリフ
ォルニア州の自動車運転免許証を取得することになった。この時、路上の実技試験のためにレンタカーを持参し
たが、日頃、練習に借りていた小型車（コンパクト・カー）があいにくレンタル中で空いていなかったので、や
むなく 9人乗りの大型車「ステーション・ワゴン」（日本で言うライトバン）を借り、路上の実技試験に臨み、
慣れない大型車の運転に家内が苦労したことを、今、懐かしく思い出す。
４）米国滞在中、家内が運転免許を取得する際、自動車学校のインストラクターに路上実技を教わったが、ペーパー
テストや視力検査などをクリアした後であれば、免許を持っている友人に同乗してもらって路上で運転練習が 
写真 5 オンタリオ州の自動車運転免許証（家内の免
許証）（2010年 4月 24日撮影）
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運転免許証の取得は難しくはなく、日本大使館ま
たは総領事館発行の「自動車運転免許証抜粋証
明」（発行費用 25ドル）と日本の運転免許証とパ
スポートと免許証費用（75 ドル）を持参して、
各地の運転試験場（Driver Examination Centre）
で申請すれば発行してもらえる。家内の場合、在
トロント総領事館（Suite 3300, Royal Trust Tower,
77 King St.）で「自動車運転免許証抜粋証明」を
発行してもらい、Bay St. と College St. の交差点
にある交通局の Drivers & Vehicles License Issuing
Office（777 Bay St. , Market Level, Suite M 212,
Toronto）で申請した。
4. 2 高速道路の特別車線
トロント郊外の Queen Elizabeth Way という名
の高速エクスプレスウェイを経由して、ナイアガ
ラ方面にドライブした折、行きはよかったが、帰
りが夕方のラッシュアワー時に重なり、片側 3車
線の広い道路も、かなり渋滞した。この時、徐行
している周りの車を尻目に、中央レーン（中央分
離帯に一番近い車線）を、すいすい走っていく車
を見かけたが、この車線は白い斜線で区別されて
いて、2人以上が乗車している場合に限って走れ
る車線であると教えられた。一人でも多くの人の
利用という効率の面で、日本も見習うべきルール
ではないかと考えさせられた。
また日本とは違って高速道路は無料である所が
多く、日本よりはるかに車を利用しやすいが、こ
のような特別車線を設けているような新しい高速
道路では料金の支払いも完全自動化されていて、
料金支払い所であるとか、ETC などとは根本的
に違い、高速道路の走行中に車のナンバーを自動
的に読み取り、後日、高速道路料金が請求される
というのも、たいへん進んだシステムとして魅力
を感じた。
4. 3 自動車のナンバー・プレート
これも、ふと気づいたことであるが、日本では
車体の前と後ろの 2カ所にナンバー・プレートを
付けているが、カナダでは州や地方によっては車
体の後ろにしかナンバー・プレートを付けていな
い。
日頃、暮らしたトロントでは日本と同様、車体
の前後にナンバープレートを付けているので、全
く気に留めなかったが、たまたまプリンス・エド
ワード島（PEI : Prince Edward Island）に出かけ
た折に借りたレンタカーが、車体の後部にしかナ
ンバープレートを付けていないことに、ふと気づ
いて、興味を持ち、以後、出かけた先々で車のナ
ンバープレートに注意していたら、首都オタワで
は日本と同じだったが、モントリオールやケベッ
ク・シティでは PEI と同じく、車体の後部にし
かナンバープレートが付いていなかった。
何気ないことではあるが「所変われば品変わ
る」を実感した。
4. 4 「Je me souviens」－ケベック州の車のナン
バープレートの刻印－
ケベック州に出かけた折、ふと車のナンバープ
レートを見ていて、「Je me souviens」（私は忘れ
ない）という言葉が、どの車のナンバープレート
にも刻印されていることに気づいた。
『わがまま歩き（7）カナダ』（2007年、実業之
日本社）など一部のカナダ旅行のガイドブック
も、この刻印についてふれており、「現在ケベッ
ク州の車のナンバープレートには、Je me souviens
（ジュ・ム・スヴィアン＝私は忘れない）という
言葉が書かれているが、これは 1759年イギリス
との戦いの時に、フランス本国に見捨てられたこ
─────────────────────────────────────────────────────
  できた。
写真 6 車体の前にはナンバープレートが無い（借り
ていたレンタカーを、PEI のロシニョール・
ワイナリー前で撮影）（2010年 6月 8日撮影）
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とを指している」（同書、p.256）と紹介されてい
るが、このモットーの真意は「ヌーベル・フラン
ス植民地の時代を忘れない」という意味であると
か諸説紛紛の状態で、全く定かではない。ただ、
地元の人（ケベコア（Quebecois）：地元の人が自
称する「ケベック人」）に尋ねる限り、「我々は、
自分たちの源を忘れない」という意味だとして理
解されているようである。
ケベック州の公式 Web サイト（「Province Que-
bec」http : //provincequebec.com/info_quebec/motto−
license−plate/）によれば、そもそも 1883 年にケ
ベック州議事堂の建築の折、これに関わった建築
家ウジェーヌ・エティエンヌ・タシェ（Eugene
Etienne Tache）が議事堂正面玄関の紋章の下にこ
の言葉を刻ませたことに端を発し、ケベック州の
公式モットーになった経緯がある。
それまで車のナンバープレートにはケベックに
観光客を呼ぶ目的で「La Belle Province」（美しい
州）と刻印されていたが、1978年からこの言葉
を州のモットーに換えたために、いっそう「Je me
souviens」の言葉の意味が議論されるようになり、
諸説が入り乱れた現状となっている。
そもそもこのモットーを刻ませたタシェ自身が
故人である今、このモットーの真意を知る術はな
いが、このような車のナンバープレートの刻印に
も、紆余曲折のケベックの歴史、ひいてはカナダ
の長い歴史が映し出されていることに気づかされ
て深い感銘を覚える。
5．カナダの郵便事情
5. 1 郵便局と切手
カナダの郵便は Canada Post が行っているが、
郵便局の店舗だけでなく、薬局、コンビニ、ショ
ッピングモールなどでも Canada Post のサービス
が受けられる点が日本と異なっている。ちょうど
日本で各社の宅配便がコンビニや食料品店、雑貨
屋などで窓口を開いている感じだと言える。
また日本の郵便と大きく異なっているのは、国
内便用の通常切手（定型の 30グラム未満の手紙
類用）には額面が印刷されていない5）。
カナダでは毎年のように郵便料金が改訂される
ので、これに柔軟に対応できるようにとのことら
しいが、このため、もし郵便料金が改訂されて
も、当分の間は旧料金で買った切手がそのまま使
えるということにもなる。
5. 2 グリーン・ゲイブルズ郵便局
また、カナダの特徴ある郵便局として 1つ挙げ
るとすれば、やはり PEI（プリンス・エドワード
島）のキャベンディッシュ（Cavendish）にある
『赤毛のアン』（Anne of Green Gables）ゆかりの
グリーン・ゲイブルズ郵便局を挙げなければなら
ない。
─────────────────────────────────────────────────────
５）Canada Post の Web サイトには額面の印刷がない通常切手の写真が掲載されている。http : //www.canadapost.ca/
cpo/mc/personal/productsservices/send/postagestamps.jsf
写真 7 ケベックの車のナンバープレートに刻印され
たモットー「Je me souviens」（ケベック・シ
ティの展望台近くで）（2010年 5月 1日撮影）
写真 8 Green Gables 郵便局の正面からの外観（2010
年 6月 7日撮影）
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言うまでもなく、『赤毛のアン』の作者、モン
ゴメリー（Lucy Maud Montgomery）が原稿の執
筆も進めながら、当時、祖父が営むこの郵便局
で、祖父の死後、祖母に代わって郵便業務を務め
ていた郵便局である。今も、5月下旬から 10月
下旬の期間限定ながら通常の郵便業務を行ってい
る。当時の郵便局を再建したものであるが、この
郵便局から手紙を出せば、赤毛のアンのシルエッ
トをデザインした消印が押されるので、『赤毛の
アン』やモンゴメリーのファンには垂涎の的の郵
便局である。
Ⅲ むすびに
以上、一連の拙稿（2011、2012 a, 2012 b）の
趣旨を引き継ぎ、本稿は、言葉の背景を見ること
によってカナダ英語をさらによく理解するため
に、トロントでの体験や知見に基づいて、カナダ
の言語や暮らしに関わるトピックをいくつか、許
された紙幅の中で取り上げた。従来の限られた知
識や巷間の情報を少しでも補完したいと願っての
ことである。もちろん限られた紙幅ゆえに取り上
げられなかったことが多いので、今後も機会を捉
えて、さらに続編を公にしたい。
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A Background Study of Canadian English
──Canadian Daily Life and Language (4)──
ABSTRACT
A more complete understanding of the background of language will be effective
in any approach to the grammar and usage of language. A series of papers by the
author (2011, 2012 a, 2012 b), argued that daily life in Canada－from the author’s per-
sonal experiences and knowledge from having lived in Toronto, Canada－will help in
an understanding of Canadian English.
From March to September in 2010, the author was able to live and study in
Toronto, Canada as a visiting research scholar at the Department of English, the Fac-
ulty of Liberal Arts and Professional Studies, York University, with financial support
from Kwansei Gakuin University.
Toronto, the largest city in Canada, is fairly close to Ottawa, the capital city, and
is situated less than several hours from French/English bilingual region of Quebec. It
also has excellent transportation links to other areas in Canada, making it one of the
best areas for the study of Canadian English.
The author found daily life and research at York University invaluable for gaining
insights into the culture of the Canadian people, and discovered many things previously
unknown in Japan. The present paper deals not only with Canadian English but also
with Canadian culture, involving a number of aspects of everyday life in Canada in-
cluding the manners and customs of the Canadian people. The topics dealt with are (1)
“sox” as one of the American English expressions in Canadian English, (2) sunny as
clear in Canadian weather forecasts, (3) barbershops and beauty salons in Toronto, (4)
motor vehicles and related things in Canada, (5) Canada Post, postal services and a
unique post office on Prince Edward Island. It may safely be said that these topics are
explored from points of view not well known in Japan.
Daily life in Toronto showed the author a number of real images and actual situ-
ations of life in Canada not well known in Japan. In addition, the author has been in-
spired to study its background so as to have a better understanding of Canadian Eng-
lish.
It is hoped that the paper the author is currently writing on the background of Ca-
nadian English will add to the current state of knowledge, and will lead to a more
complete understanding of the language as well as daily life in Canada.
Key Words: Canadian English, Canadian daily life, Canadian culture and tradition
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